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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文はトヨタ自動車工業株式会社（以下、トヨタと略記）の生産システム形成について、加工手
段の機能とその成立基盤（開発・製造・流通の主体とプロセス）から考察することを課題とした。 
本論文の構成はこれら 2 つの課題に対応している。すなわち第 1 にトヨタの工場内部における生
産システムの形成条件として加工手段の機能を分析した。トヨタでは 1960 年代から 70 年代前半に
機械加工工程における機械停止時間長期化が 1 つの問題となっていた。JIT の展開には同時間短縮が
重要である。なぜなら流れ生産の同工程では在庫（バッファー）が僅少であり、ある機械の停止が一
定時間続くならば後続の機械も停止せざるをえないからである。そして同時期における切削工具の改
良・発達が、機械停止時間短縮、延いては JIT の成立に重要な役割を果たしたと考えられることを
論証した（第 1 章）。 
続いてもう一方の課題への対応として、第 2 に JIT 成立上重要な切削工具の成立基盤を分析した。
1960 年代から 70 年代前半にトヨタとその自動車部品サプライヤ（以下、サプライヤと略記）との
間で階層的なサプライヤ・システムが形成され、またそれらの空間配置に変化がみられた。専用切削
工具を多く必要とするトヨタ及び大規模サプライヤの豊田市・刈谷市への集中配置がみられた。これ
により、①大規模切削工具製造業者による専用品の供給体制の構築・拡充が促進された。また多数の
中小サプライヤの名古屋市への集中配置がみられた。これにより、②同市に多数存在していた中小流
通業者による切削工具の販売活動が効果的に展開された。 
①②のトヨタにとっての意味は以下の通りである。1960 年代後半以降、トヨタでは頻繁なモデル
チェンジ・多モデル化が展開された。そのためトヨタ及び大規模サプライヤは専用切削工具を大量に
必要とした。これに対し①が有効であったと考えられる。また同時期トヨタの生産構造に組み込まれ
ていった多数の中小サプライヤが高速切削に適した切削工具の利用を進められたことは、トヨタの量
産化の追及に寄与したといえる。その切削工具の利用には、当該製品の説明と使用方法の指導が必要
であり、これに対し②が有効であったと考えられる（第 2 章・第 3 章）。 
切削工具の改良・発達の主な主体は、その供給業者である。ただし切削工具と工作機械との機能連
関の不足に起因する問題に関しては、ユーザー側が改良・発達の役割を若干果たしたと考えられる（第
4 章）。 
以上のように加工手段の機能とその成立基盤の考察から、トヨタ生産システムの形成条件の一端を明
らかにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 論文は、1960 年代から 70 年代前半の時期を対象にして、トヨタ自動車工業の生産システム形成
における切削加工手段（切削工具）の役割とその供給基盤の分析を行っている。ＪＩＴ形成との関わ
りでは、プレス工程における金型交換時間の短縮については、すでに研究されてきたが、当該時期に
は切削加工機械停止時間の長期化が、現場で深刻な課題となっていた。部品在庫削減のためには、同
停止時間の短縮が重要であることは明らかであるが、先行研究はこの点について論究してこなかった。
論文は、ここに研究課題を見出しており、ＪＩＴ研究の未着手部分を埋める価値ある研究となってい
る。 
 本論文は、６章から構成されている。序章では、本論文の課題と分析視点を先行研究を整理する中
で明示した。第１章では、切削工具の構造と機能を分析し、超硬合金製のスローアウエイ工具の登場
の重要性を強調した。第２章では、切削工具ユーザーの階層構造と空間分布を分析した。これを踏ま
えて、第３章では、切削工具の供給構造を分析し、大手工具メーカー、中小工具メーカー、工具問屋
の役割を論じた。第４章では、工具メーカー（タンガロイ工業）と工作機械メーカー（芝浦機械製作
所）との共同開発規約・組織の分析を通して、基本的に工具メーカーが新製品開発を行ったことを明
らかにした。終章では、本論文が明らかにした内容とその研究史上の含意、残された課題を述べてい
る。 
 論文の評価としては、３点を指摘できる。第１に、課題設定の重要性と明確さである。トヨタ生産
システムに関わる先行研究の蓄積は膨大であり、その中で説得力ある課題を発見することは、努力と
能力を要するが、筆者はこの点に成功している。換言すれば、切削加工に注目して従来のトヨタ生産
システム研究の不十分さを明らかにした。第２に、上記課題設定に関わって、当該時期における切削
工具開発のあり様について明らかにした。第３に、当時の現場の状況を再現するために、専門誌と業
界紙を渉猟し、多数の聞き取り作業を行った。こうした作業の成果が論文の説得力を高めている。 
 他方で、論文に課題がないわけではない。切削工具の視点のみからみた生産システム研究の限界に
ついてである。対象時期が異なれば切削工具以外の論点が浮かび上がることは筆者も十分認識してい
る。論文の構成では、第２章が、論文全体の流れからみると、工夫の余地が考えられるが、これもト
ヨタ生産システムを立体的描くためのプロセスとも考えられる。従って、これらの課題は、本論文の
価値を減じるものとはいえない。 
 以上により、論文審査委員会は、全員一致して、本論文を博士（商学）の学位の授与に値するもの
と判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
